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令和８年度 高等部 １～３年（ Ⅱ課程 A ） 国語科 年間指導計画 

単位数 

／配当時数 
児童生徒 担当者 教科書／副教材 

２単位 

／７０ 
１年 ６名、 ２年 ２名、  ３年 ８名  谷/田盛 

『くらしに役立つ国

語』 

(東洋館出版社) 
目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

(知及技）社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に親しんだり理解したり

することができる。(高・２段階) 

(思判表力)筋道立てて考える力や豊かに感じたり想像したりする力を養い、社会生活における人との関わりの中

で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げることができる。(高・２段階) 

(学･人)言葉がもつよさを認識するとともに、幅広く読書をし、国語を大切にして、思いや考えを伝え合おうとす

る態度を養う。(高・１段階) 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１
学
期 

２６ 

(知及技）相手の目を見てはなし

たり聞いたりするとともに、間

の取り方などに注意して話すこ

とができる 

(思判表力)話し手が伝えたいこ

との中心に注意して聞き、話の

内容を捉えることができる。 

(学･人)幅広く読書をし、他者と

自分の思いや考えを伝え合おう

とする態度を養う。 

(知・技）相手の目を見て話した

り聞いたりしている。 

 

 

(思･判･表)「話すこと・聞くこ

と」において、話し手の内容を

注意して聞き、適切に理解して

いる。 

(主学)図書館の様々な本に触

れ、興味を持とうとしている。

他者と自分の考えを伝えるなど

積極的に関わろうとしている。 

・オリエンテーション 

 

 

・図書館オリエンテー

ション 

 

・自己紹介・他己紹介

(インタビュー)をしよ

う 

 

 

・国語の授業に関すること

(学習場所、時間割、授業の

ルール等) 

・１年間の授業内容、図書

館の利用方法を確認する。 

 

・自己、他己紹介に必要な

内容をインタビューし、ま

とめ、発表する。 

(知及技）文や文章の中で漢字と

仮名を使い分けて書くことがで

きる。 

(思判表力)目的を意識して、書

く内容を決め、 筋道の通った

文章となるように、文章全体の

構成を考え、まとめ、書くこと

ができる。 

(学･人)他者と自分の思いや考

えを伝え合おうとする態度を養

う。 

(知・技）積極的に漢字で書こう

としている。 

 

(思･判･表)「書くこと」におい

て、発表する内容の目的を意識

し、内容をまとめ、適切に書け

ている。 

 

(主学)他者と自分の考えを伝え

るなど積極的に関わろうとして

いる。 

・１年後の自分へ ・１年後の自分に向けて、

お手紙を書く。 

(知及技）文章を読んで、作者の

考えとそれを支える理由や事

例、全体と中心など、情報と情

報との関係について理解するこ

とができる。 

(思判表力)文章を読んで理解し

たことに基づいて、感想や考え

をもつことができる。 

(学･人)他者と自分の思いや考

えを伝え合おうとする態度を養

う。 

(知・技）本文の言葉(「誰が、何

を、どうした」等)を根拠に作者

の考えやそれを支える理由につ

いて答えている。 

 

(思･判･表)文「読むこと」にお

いて、文章を読んで自分の感想

を言葉で表現している。 

(主学)他者と自分の考えを伝え

るなど積極的に関わろうとして

いる。 

・物語・説明文・詩を読

もう 

・平和について考えよ

う 

・物語、説明文を読み、内

容を理解する。 

・平和に関する作品鑑賞。 

・絵本の読み聞かせ(他学

部交流) 

(知及技）日常よく使われる敬語

を理解することができる。 

(思判表力)相手や目的を意識し

た表現になっているかを確かめ

たりして、文章を整えることが

できる。 

(学･人)他者と自分の思いや考

えを伝え合おうとする態度を養

う。 

(知・技）相手や場面によって適

切な敬語を理解し、使っている。 

(思･判･表)「書くこと」におい

て、間違いを正したり、お互い

に文章を読み合ったりして、表

現を確かめ、文章を整えている。 

(主学)他者と自分の考えを伝え

るなど積極的に関わろうとして

いる。 

・敬語の使い方(就業

体験、販売会に向けて) 

・手紙の書き方 

 

・敬語(丁寧語、尊敬語、謙

譲語)の使い方や電話のか

け方、メモの取り方を学

び、実践する。 

・履歴書を書く。 

・お礼状を書く。 



２
学
期 

３０ 

(知及技）相手の目を見てはなし

たり聞いたりするとともに、間

の取り方などに注意して話すこ

とができる。 

(思判表力)相手や目的を意識し

て、書くことを決め、集めた材

料を比較するなど、伝えたいこ

とを明確にすることができる。 

(学･人)他者と自分の思いや考

えを伝え合おうとする態度を養

う。 

(知・技）相手の目を見て話した

り聞いたりしている。 

 

 

(思･判･表)「書くこと」におい

て、発表する内容の目的を意識

し、内容をまとめ、適切に伝え

ている。 

 

(主学)他者と自分の考えを伝え

るなど積極的に関わろうとして

いる。 

・夏休みの思い出 

 

 

 

・わかりやすく書こ

う、伝えよう 

 

 

・年賀状の書き方 

 

 

・夏休みの思い出を文章や

写真、絵で表現し発表す

る。 

 

・自分の「すきなもの、お

もしろいもの」を考え、説

明をまとめ、ICT 機器を使

って発表する。 

・年賀状を書く。 

(知及技）親しみやすい古文の文

章を音読し、言葉の響きやリズ

ムに親しむことができる。 

(思判表力)音読を通して、描か

れた情景や作者の気持ちを具体

的に想像し、表現することがで

きる。  

(学･人)多くの作品に触れ、読書

に親しむ態度を育てる。 

(知・技)古典特有のリズムに親

しみ暗唱や音読をしている。 

 

(思・判・表)「読むこと」におい

て、作品の時代背景や古典特有

のリズムをもとに、作者の気持

ちを想像し、表現している。 

(主学)時代の異なる様々な文体

や作品に触れ、親しもうとして

いる。 

・古典文学や沖縄の文

芸に親しむ 

・本に親しむ 

・古典文学や郷土の古典芸

能(組踊、琉歌)を学ぶ。 

・図書館の本を活用した学

習活動や読書標語創作を

行う。 

・絵本の読み聞かせ(他学

部交流) 

３
学
期 

１４ 

(知及技）毛筆を使用して点画の

書き方への理解を深め、筆圧や

文字の大きさ、配列などに注意

して書くことができる。 

(思判表力)自分の考えが伝わる

ように書き表し方を工夫するこ

とができる。 

(学･人)他者と自分の思いや考

えを伝え合おうとする態度を養

う。 

(知・技）文字の位置や行間に注

意して書いている。 

 

 

(思・判・表)「書くこと」におい

て、今年の目標を決め、それに

合う言葉を毛筆で表現してい

る。 

(主学)他者と自分の考えを伝え

るなど積極的に関わろうとして

いる。 

・冬休みの思い出 

 

 

・書初め(新年の抱負) 

 

・冬休みの思い出を文章や

写真、絵で表現し発表す

る。 

・毛筆で今年の目標を書

く。 

 

 

(知及技）短歌や俳句独特のリズ

ムや言葉の響き、技法に親しむ

ことができる。 

(思判表力)登場人物の心情や情

景について、場面と結び付けて

具体的に想像することができ

る。  

(学･人)多くの作品に触れ、短歌

や俳句に親しむ態度を育てる。 

(知・技)古典特有のリズムに親

しみ暗唱や音読をしている。 

(思・判・表)「読むこと」におい

て、作品の時代背景や表現技法

をもとに、作者の気持ちを想像

している。 

(主学)様々な作品に触れ、短歌

や俳句に親しむことができてい

る。 

・百人一首 

 

・短歌、俳句 

・百人一首(坊主めくり、散

らし取り、競技かるた) 

・短歌、俳句の鑑賞、創作 

(知及技）日常よく使われる敬語

を理解することができる。 

(思判表力)相手や目的を意識し

て、敬語を使って話すことがで

きる。 

(学･人)他者と自分の思いや考

えを伝え合おうとする態度を養

う。 

(知・技）敬体と常体があること

を理解している。 

(思･判･表)「話すこと・聞くこ

と」において、相手や場面によ

って適切な敬語を選択し、話し

ている。  

(主学)他者と自分の考えを伝え

るなど積極的に関わろうとして

いる。 

・お世話になった先生

や先輩に感謝の手紙を

書こう 

・感謝の手紙を書く。 

 

(知及技）考えとそれを支える理

由や事例など、情報と情報との

関係について理解することがで

きる。 

 

(思判表力)文章を読んで理解し

たことに基づいて、感想や考え

をもつことができる。 

(学･人)他者と自分の思いや考

えを伝え合おうとする態度を養

う。 

(知・技）本文の言葉(「誰が、何

を、どうした」等)を根拠に作者

の考えやそれを支える理由につ

いて答えている。 

(思･判･表)「読むこと」におい

て、文章を読んで自分の感想を

言葉で表現している。 

(主学)他者と自分の考えを伝え

るなど積極的に関わろうとして

いる。 

・いろいろな情報の読

解 

 

 

・１年間のまとめ 

・生活に関わる読み物から

必要な情報を得、知識を活

用する。 

・１年間の学習を振り返

る。 

留意点 

引継ぎ等 

・通年を通して、小学校中学年から中学校程度の漢字の読み書きを学習する。 



令和８年度 高等部 1～３年（ Ⅱ課程Ａ ） 社会科 年間指導計画 

 

単位数 

/配当時数 
児童生徒 担当者 教科書／副教材 

35 １～３年 村吉 多賀子 

「ひとりだちするた

めの 

トラブル対策」改訂

版 
目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

（知識・技能）社会生活に必要な事柄に関して様々な資料を通して理解するとともに、情報を適切に調べまとめ

る技能を身に付ける。（高・２段階） 

（思考・判断・表現）社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考える力、社会へのかかわり方を複数の

立場や意見を踏まえて選択・判断する力、考えたことや選択・判断したことを表現する力を身に付ける。（高・２

段階） 

（学・人）社会に主体的に関わろうとする態度や、互いに協力してよりよい社会を考え、学習したことを社会生

活に生かそうとする態度を身に付ける。（高・２段階） 

 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 
単元・題材の活動内

容  

帯

活

動 

 

１
学
期 

  １

４ 

 

（知識・技能）我が国の産業や工業生

産について様々な資料を通して理解

し、これらが国民生活を向上させてい

ることを理解する。 

（思考・判断・表現）世の中の様子、人

物の働きや代表的な文化的遺産などに

着目して、我が国の歴史上の主な事象

を捉え、世の中の様子の変化を捉え、

表現する。 

（学・人）社会に主体的に関わろうと

する態度や、互いに協力してよりよい

社会を考え、学習したことを社会生活

に生かそうとする態度を身に付ける。 

(知・技）社会的事象に関する既知の

情報を適切にまとめている。 

(思･判･表)社会的事象に関する既

知の知識を表現している。 

(主学)社会的事象に関する既知・未

知の知識を関連付けている。 

 

オ リ エ ン テ ー シ ョ

ン  

 

【 我 が 国 の 歴 史 】  

【 我 が 国 の 産 業 と

情 報 と の 関 わ り 】  

・ 究 極 の 〇 〇 を 作

ろ う  

【 公 共 施 設 の 役 割

と 制 度 】  

・校内外の防災施設に

ついて知ろう 

・行政機関の働きにつ

いて 

・ 一 年 間 の 授 業 の

流 れ  

・ 食 品 に 関 す る 歴

史 、 流 通 に つ い て

の プ ロ ジ ェ ク ト 学

習  

 

 

 

・行政機関見学（市役所、

裁判所等） 

給

食

残

渣

処

理 

２
学
期 

１６ 

(知及技）外国の様子や社会生活につい

て様々な資料や具体的な活動を通して

理解するとともに、情報を適切に調べ

まとめる技能を身に付ける。 

(思判表力)法律やマナーについて、自

分の生活と結び付けて考え、表現する

力を身に付ける。 

(学･人)選挙について、よりよいあり方

を考え自身の生活において主体的に活

用しようとする力を身につける。 

 

(知・技）外国の様子や社会生活につ

いて様々な資料や具体的な活動を

通して理解するとともに、情報を適

切に調べまとめる技能を身に付け

ている。 

(思・判・表)法律やマナーについて、

自分の生活と結び付けて考え、表現

する力を身に付けている。 

(主学)選挙について、よりよいあり

方を考え自身の生活において主体

的に活用しようとする力を身につ

けている。 

【外国の様子】 

・グローバル化する世

界と日本の役割 

・SDGｓについての学び 

【 社 会 参 加 と き ま

り 】  

・身近な暮らしのルー

ルやマナー 

・選挙と私たち 

・法律、人との関わり方 

 

・JICA 出前学習等 

・給食残食プロジェクト

学習 

・自分の行動で世界を変

えよう 

・身近な暮らしのルール

やマナー 

・行政機関見学（市議会） 

３
学
期 

７ 

 

(知及技）社会的事象に関する情報を適

切にまとめる技能を身に付ける。 

(思判表力)社会的事象に関する知識を

表現する力を身に付ける。 

(学･人)社会的事象に関する情報や知

識を今後の生活と関連付けようとする

力を身につける。 

 

(知及技）社会的事象に関する情報

を適切にまとめている。 

(思判表力)社会的事象に関する知

識を表現している。 

(学･人)社会的事象に関する情報や

知識を今後の生活と関連付けてい

る。 

【我が国の国土】 

一年間の振り返り 

・一年間の振り返り 

・今後に向けての展望 

留意点 

引継ぎ等 

・就業体験実習、交流学習と校外学習の関連付け、各活動の事前学習に対するスムーズな知識の接続が行えるようにする。 

・1、２学年は、令和 7 年度の計画に「地域や我が国の国土の地理的環境、歴史や伝統と文化および外国の様子」を盛り込

む（２．３学年は、令和５年度で取り扱い済み）。 

 



令和８年度 高等部 Ⅱ課程 A 数学科 年間指導計画 

 

単位数 

／配当時数 
生徒 担当者 教科書／副教材 

２／７０ 1～3学年 山城 

AB グループ 数学★★★★★ 

Ｃ グループ  数学★★★★ 

共通：ひとりだちするための

算数・数学 
目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

(知及技）数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質を理解する 

(思判表力)数量の関係に着目し、計算の仕方を考えたり、計算に関して成り立つ性質を見出したりする 

(学･人)数学で学んだことを生活に活かそうとする 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１
学
期 

５ 

(知及技）数量や図形などに

ついての既習事項を振り返

る 

(思判表力)四則演算につい

て振り返る 

(学･人)既習事項の定着に

向けて、自主的に取り組む

姿勢を身につける 

(知・技）数量や図形などに

ついての既習事項を解くこ

とができている 

(思・判・表)四則演算を理解

することができている 

(主学)既習事項の定着に向

けて、自主的に取り組む姿

勢を身につけることができ

ている 

・オリエンテーショ

ン 

・既習事項の復習 

・一年間の授業の流れ 

・数学の知識の確認 

３５ 

(知及技）数量について数学

的に表現・処理する 

(思判表力)数量の関係から

適切な式を立てる 

(学･人)生活の中でどのよ

うな場面で活用できるか考

える姿勢を身につける 

(知・技）数量について数学

的に表現・処理する姿勢が

身についている 

(思・判・表)数量の関係から

適切な式を立てることがで

きている 

(主学)生活の中でどのよう

な場面で活用できるか考え

る姿勢を身についている 

・四則演算 

・文章題 

・お金 

・時間 

・長さ 

・割合 

・計算方法を考えよう 

・計算の仕方を工夫しよう 

・お金の支払い 

・スケジュールを立てよう 

・身近な物の長さを測ろう 

２
学
期 

１５ 

(知及技）図形を構成する要

素や図形間の関係に着目

し、構成の仕方を考察する 

(思判表力)図形の名称や性

質、大きさが決まる要素を

理解する 

(学･人)授業で学んだこと

を身近な図形へ関連付ける 

 

(知・技）図形を構成する要

素や図形間の関係に着目

し、構成の仕方を考察して

いる 

(思・判・表)図形の名称や性

質、大きさが決まる要素を

理解することができている 

(主学)授業で学んだことを

身近な図形へ関連付けてい

る 

・三角形と四角形 

・多角形 

・合同 

・相似 

・作図 

・三角形と四角形の性質を知ろう 

・いろいろな形を探してみよう 

・合同と相似 

３
学
期 

１５ 

(知及技）量的データの分布

の中心や散らばりの様子か

らデータの特徴を読み取る 

(思判表力)目的に応じてデ

ータを集めてグラフで表す 

(学･人)生活の中でどのよ

うな場面で活用できるか考

える姿勢を身につける 

  

(知・技）量的データの分布

の中心や散らばりの様子か

らデータの特徴を読み取る

ことができている 

(思・判・表)目的に応じてデ

ータを集めてグラフで表し

ている 

(主学)生活の中でどのよう

な場面で活用できるか考え

る姿勢を身についている 

・棒グラフ 

・折れ線グラフ 

・円グラフ 

・帯グラフ 

・グラフから情報を読み取ろう 

・適切なグラフの種類を考えよう 

・グラフを描いてみよう 

留意点 

引継ぎ等 

・就業体験実習と関連付けて指導する。 

・学んでいることが生活につながっていることを実感できる題材を選ぶ。 



令和８年度 高等部１～３学年 Ⅱ課程 A 理科 年間指導計画 

単位数 

／配当時数 
児童生徒 担当者 教科書／副教材 

1／３５ 1～3学年 東盛 揚  

目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

(知及技）自然の事物・現象について、基本的な概念や原理・法則を理解し、知識を身に付ける。 

(思判表力)自然の事物・現象の中に問題を見いだし、探究する過程を通して、事象を科学的に考察し、導き出

した考えを的確に表現できる。 

(学･人)自然の事物・現象に関心や探究心をもち、意欲的にそれらを探究しようとするとともに、科学的に探究

する力を身に付ける。 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１
学
期 

５ 

(知及技）１年間の授業の流

れをつかむ。 

(思判表力)理科の知識を表

現できる。 

(学･人)知っている知識を

生活に生かすことができ

る。 

(知・技）授業の流れを理解

している。 

(思･判･表)理科の知識を表

現している。 

(主学)知識を生活に生かそ

うとしている。 

オリエンテーション

と知識の確認 

・1年間の授業の流れ 

・理科の知識の定着確認 

８ 

(知及技）天気の変化は、雲

の量や動きと関係があるこ

とを理解している。 

(思判表力)天気の変化の仕

方について、差異点や共通

点などを見出し、表現する

などして問題解決してい

る。 

(学･人)天気の変化の仕方

について学んだことを学習

や生活に生かそうとしてい

る。 

  

(知・技）天気は雲の量や動

きと関係があることを理解

している。 

(思･判･表)天気の変化の仕

方について、差異点や共通

点を探し、表現している。 

 

(主学)知識を生活に生かそ

うとしている。 

  

天気と気温と台風 

  

・気温を計ってみよう 

・天気図をみてみよう 

・なぜ台風のとき風が強いのか 

  

２
学
期 

１５ 

(知及技）生き物は色、形、

大きさなど、姿に違いがあ

ることを理解している。 

(思判表力)自然や生き物に

ついて、差異点や共通点な

どを見出し、表現するなど

して問題解決している。 

(学･人)自然や生き物の姿

について学んだことを学習

や生活に生かそうとしてい

る。 

  

(知・技）生き物は色、形、

大きさなど、違いがあるこ

とを理解している。 

(思･判･表) 自然や生き物

について、差異点や共通点

を探し、表現している。 

 

(主学)知識を生活に生かそ

うとしている。 

  

八重山の自然と生き

物 

  

・校庭を散策しよう 

・学校にいる生き物を探してみよ

う 

・八重山（沖縄）の天然記念物 

  



 

 

３
学
期 

７ 

(知及技）水は温度によって

水蒸気や氷に変わることを

理解している。 

(思判表力)水の性質につい

て、差異点や共通点などを

見出し、表現するなどして

問題解決している。 

(学･人)水の体積や状態の

変化について学んだことを

学習や生活に生かそうとし

ている。 

  

(知・技）水は温度によって

水蒸気や氷に変わることを

理解している。 

(思･判･表)水の性質につい

て、差異点や共通点を探し、

表現している。 

 

(主学)知識を生活に生かそ

うとしている。 

  

温度と水のすがた 

  

・水を冷やしてみよう 

・水を温めてみよう 

・氷を触ってみよう（温度を感じ

てみよう） 

  

留意点 

引継ぎ等 

自然の事物・事象をできるだけ見せる（体験させる）ことに努めるが、できない場合には ICT 機器を効果的に

活用していく。 



令和８年度 高等部１～３学年（Ⅱ課程 A ） 音楽科 年間指導計画 

単位数 

／配当時数 
生徒 担当者 教科書／副教材 

2／70 １～３学年 外間・坂本 ☆本 

目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能     (思･判･表)思考･判断・表現               (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

(知及技）曲想と音楽の構造などとの関わり及び音楽の多様性について知り、音楽表現をするために必要な技能

を身につけるようにする。 

(思判表力)音楽を自分なりの言葉で表現し、音楽のよさや美しさを味わって聴くことができるようにする。 

(学･人)音楽活動の楽しさを体験することを通して音楽に対する感性を育み、音楽経験を生かして生活を明る

く豊かなものにしていく態度を養う。 

学
期 

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１
学
期 

２６ 

(知及技）範唱を聴いて、歌

ったり歌詞を見て歌ったり

することができる。 

(思判表力)歌詞の内容を考

え、歌い方を工夫すること

ができる。  

 

(学･人)友だちの歌声や、伴

奏を聴いて声を合わせて歌

うことができる。  

(知･技）範唱を聴いて、歌っ

たり歌詞を見て歌ってい

る。 

 

(思･判･表)歌詞の内容を考

え、歌い方を工夫している。  

(主学)友だちの歌声や、伴

奏を聴いて声を合わせて歌

っている。 

 歌唱 

・発声練習 

・校歌 

・春の小川、花 

他､季節の歌など 

 

・発声時に気をつけることをパワ

ーポイントなどで視覚的に分かり

やすく説明しながら発声する。 

・新年度を迎え、新しい仲間と明る

く元気に声を出すようにする｡ 

(知及技)簡単な楽譜を見

て、演奏を楽しむことがで

きる。  

(思判表力)楽器の基本的な

奏法を学び、響きを味わい

ながら演奏することができ

る。 

 

(学･人)友だちの楽器や伴

奏を聴いて、音を合わせて

演奏することができる。  

(知･技)簡単な楽譜を見て、

演奏を楽しんでいる。 

(思･判･表)楽器の基本的な

奏法を学び、音色や響きを

味わいながら演奏している 

。 

(主学)友だちの楽器や伴奏

を聴いて、音を合わせて演

奏している。 

器楽 

・打楽器 

・トーンチャイムな

ど 

 

・打楽器等を使用して、楽曲の雰囲

気をリズムで表現する。 

・個別に分かりやすい楽譜を作成

するなど、見やすい楽譜を用意す

る。 

・三和音を取り入れた、和音の響き

を表現する。 

(知及技）示範を見て身体を

動かしたり、テンポやリズ

ムに合わせて身体を動かし

たりすることができる。 

(思判表力)音楽を聴いて、

様々な動きを組み合わせて

表現することができる。 

(学･人)友だちと動きを合

わせて表現することができ

る。  

(知･技）示範を見て身体を

動かしたり、テンポやリズ

ムに合わせて身体を動かし

ている。 

 

(思･判･表)音楽を聴いて、 

様々な動きを組み合わせて

表現している。 

(主学)友だちと動きを合わ

せて表現している。 

身体表現 

・手話ソング 

 

・歌詞の内容を手話で表現する｡ 

・体の色々な部位をたたきながら

曲に合わせてリズムを表現する｡ 

(知及技）鑑賞についての知

識を得ながら、楽曲や演奏

のよさを自分なりに味わっ

て聴くことができるように

する｡ 

(思判表力)曲の雰囲気を感

じとりリズムやテンポの特

徴について理解できるよう

にする。 

(学･人)鑑賞に関する知識

を得ながら、生活や社会に

(知･技)鑑賞についての知

識を得ながら、楽曲や演奏

のよさを自分なりに味わっ

て聴いている。 

(思･判･表)曲の雰囲気を感

じ取り、リズムやテンポの

特徴について理解してい

る。 

(主学) 鑑賞に関する知識を

得ながら、生活や社会にお

ける音楽の役割について考

鑑賞 

・クラシック音楽 

・邦楽、洋楽など 

・様々なジャンルの楽曲を用意し、

パワーポイントや動画などで視覚

的に分かりやすく説明しながら鑑

賞する。 



おける音楽の役割について

考えながら聴けるようにす

る。 

えながら聴いている。 

２
学
期 

３０ 

(知及技）範唱を聴いて歌っ

たり、歌詞を見て歌ったり

することができる。 

(思判表力)歌詞の内容をイ

メージしながら、歌い方を

工夫することができる。  

(学･人)友だちの歌声や、伴

奏を聴いて声を合わせて歌

うことができる。 

(知・技）範唱を聴いて歌っ

たり歌詞を見て歌ったりし

ている。 

(思･判･表)歌詞の内容をイ

メージしながら歌い方を工

夫している。  

(主学)友だちの歌声や、伴

奏を聴いて声を合わせて歌

っている。 

歌唱 

・発声練習 

・夏の思い出 

・赤とんぼ 

・季節の歌など 

 

・発声時に気を付けることを、パワ

ーポイントなどで視覚的に分かり

やすく説明しながら発声する。 

・歌詞の内容を確認し、曲想を感じ

ながら歌えるようにする。 

(知及技)簡単な楽譜を見

て、演奏を楽しむことがで

きる。  

(思判表力)楽器の基本的な

奏法を意識して音色や響き

に気をつけて演奏すること

ができる。 

(学･人)友だちの楽器や伴

奏を聴いて、音を合わせて

演奏することができる。 

(知・技)簡単な楽譜を見て、

演奏を楽しんでいる。 

(思･判･表)楽器の基本的な

奏法を意識して音色や響き

に気をつけて演奏してい

る。 

 

(主学)友だちの楽器や伴奏

を聴いて、音を合わせて演

奏している。 

器楽 

・キーボード 

 

 

・ミニキーボードを使用して、簡単

な練習曲を演奏する。 

・指番号の説明を丁寧に行い、指を

スムーズに動かして演奏できるよ

うにする。 

 

(知及技）示範を見て身体を

動かしたり、リズムに合わ

せて身体を動かしたりする

ことができる。 

(思判表力)音楽を聴き、

様々な動きを組み合わせて

表現することができる。 

(学･人)友だちと動きを合

わせて表現することができ

る。 

(知・技）示範を見て身体を

動かしたり、リズムに合わ

せて身体を動かしている。 

 

(思･判･表)音楽を聴き、

様々な動きを組み合わせて

表現している。 

(主学)友だちと動きを合わ

せて表現している。 

身体表現 

・手話ソング 

 

 

・歌詞の内容を手話で表現する。 

 

(知及技）鑑賞についての知

識を得ながら、楽曲や演奏

のよさを自分なりに味わっ

て聴くことができるように

する。 

(思判表力)曲の雰囲気を感

じ取り、リズムやテンポの

特徴につい理解できるよう

にする。 

 

(学･人)鑑賞に関する知識

を得ながら、生活や社会に

おける音楽の役割について

考えながら聴けるようにす

る。 

(知･技)鑑賞についての知

識を得ながら、楽曲や演奏

の良さを自分なりに味わっ

て聴いている。 

(思･判･表)曲の雰囲気を感

じ取り、リズムやテンポの

特徴について理解してい

る。 

 

(主学)鑑賞に関する知識を

得ながら、生活や社会にお

ける音楽の役割について考

えながら聴こうとしてい

る。 

鑑賞 

・クラシック音楽 

・邦楽、洋楽など 

・様々なジャンルの楽曲を用意し、

パワーポイントや動画などで視覚

的に分かりやすく説明しながら鑑

賞する。 

３
学
期 

１４ 

(知及技）範唱を聴いて歌っ

たり、歌詞を見て歌ったり

することができる。 

(思判表力)歌詞の内容を考

え、歌い方を工夫すること

ができる。  

(学･人)友だちの歌声や、伴

奏を聴いて声を合わせて歌

うことができる。 

(知・技）範唱を聴いて歌っ

たり、歌詞を見て歌ったり

している。 

(思･判･表)歌詞の内容を考

え、歌い方を工夫している。 

  

(主学)友だちの歌声や、伴

奏を聴いて声を合わせて歌

っている。 

歌唱 

・発声練習 

・卒業のうた 

・発声時に気をつけることを、パワ

ーポイントなどで視覚的に分かり

やすく説明しながら発声する。 

・歌詞の内容を確認し、曲想を感じ

ながら歌えるようにする。 



 

(知及技)鑑賞についての知

識を得たり生かしたりし、

楽曲や演奏のよさを自分な

りに味わって聴くことがで

きるようにする。 

(思判表力)曲想の雰囲気を

感じ取り、リズムやテンポ

の特徴につい理解できるよ

うにする。 

(学･人)鑑賞に関する知識

を得ながら、生活や社会に

おける音楽の役割について

考えながら聴けるようにす

る。 

(知・技)鑑賞についての知

識を得たり生かしたりし、

楽曲や演奏の良さを自分な

りに味わって聴いている。 

 

(思･判･表)曲想の雰囲気を

感じ取り、リズムやテンポ

の特徴について理解してい

る。 

 

(主学) 鑑賞に関する知識を

得ながら、生活や社会にお

ける音楽の役割について考

えながら聴こうとしてい

る。 

鑑賞 

・クラシック音楽 

・邦楽、洋楽など 

・様々なジャンルの楽曲を用意し、

パワーポイントや動画などで視覚

的に分かりやすく説明しながら鑑

賞する。 

留意点 

引継ぎ等 

 



令和 8年度 高等部 （Ⅱ課程 A ） 美術科 年間指導計画 

単位数 

／配当時

数 
児童生徒 担当者 教科書／副教材 

２／７

０ 
 宮里 志織 なし 

目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間 

目標 

(知及技）表現するための技術や知識を身につけることができる。 

(思判表力)主題を生成し、色や形、素材を選択することができる。 

(学･人)作品を完成させるために、試行錯誤を繰り返しながら取り組むことができる。 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 
単元・題材の 

評価規準 
単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１
学
期 

 

２ 

(知及技）はさみとのりなどの道具を

使って、手の輪郭を意識しながら折

り紙を切って貼ることが出来る。 

（思判表力) 担当する職員、級友を

知り、美術室のルールを確認するこ

とができる。 

（学・人）美術に興味を持ち、意欲的

に制作することができる。 

 

(知・技）道具の特性

を理解し、手の輪郭

を意識しながら切っ

て貼ることができ

る。 

(思･判･表) 美術室

のルールについて、

なぜ存在するのかを

考える事ができる。 

(主学) 試行錯誤し

ながら、作品を完成

に向けて制作するこ

とが出来る。 

 

【デザイン】 

・美術への意気込み

を手型で表現する。 

 

 

 

・オリエンテーション&手型制作 

 

４ 

  

(知及技） 

はさみをはじめ、道具の扱い方やル

ールを確認することができる。 

(思判表力)  

はさみを使い、たくさんの形を生み

出し、色と形を楽しみながら配置を

することができる。 

（学・人） 

他者との違いに興味を持つことがで

きる。 

(知・技） 

はさみをはじめ、道

具の扱い方やルール

を確認することがで

きている。 

（思･判･表) 

はさみを使い、たく

さんの形を生み出

し、色と形を楽しみ

ながら配置をするこ

とができている。  

(主学) 鑑賞におい

て自分や他者と良さ

を感じることができ

ている。 

【絵画/鑑賞】 

・ちょきちょき切り

絵 

・マティスの紹介 

・道具の扱い方の確認 

・はさみで絵を描く感覚を味わう。 

 

６ 

（知及技） 

身の回りにある形について、理解し、

分類することができる。 

（思判表力） 

身の回りにある生き物や静物から隠

された形を探しだす事ができる。 

（学・人） 

積極的に参加することができる。 

（知・技） 

身の回りにある形に

ついて、理解し、分類

することができてい

る。 

（思・判・表） 

身の回りにある生き

物や静物から隠され

た形を探しだす事が

できる。 

（主学） 

積極的に参加するこ

とができている。 

 

【デザイン/鑑賞】 

形・かたち・KATACHI 

・身の回りの形ハンティング 

・身の回りにある生き物、静物から

隠された形を探し出す。 

・マス目を使い、形づくる。 

・デザインした形をレーザーで出

力し、コースターに焼き付ける。 



２
学
期 

 

１

８ 

（知及技） 

身近なマーク、ピクトグラムについ

て知ることが出来る。 

（思判表力） 

場所に適した形、色を設定し、どうや

ったら伝わるかを考え、制作するこ

とが出来る。 

（学・人） 

制作したピクトグラムを実際に設置

し、第三者の反応に興味を示すこと

ができる。 

（知・技） 

身近なマーク、ピク

トグラムについて知

ることが出来てい

る。 

（思・判・表） 

場所に適した形、色

を設定し、どうやっ

たら伝わるかを考

え、制作することが

出来ている。 

（主学） 

制作したピクトグラ

ムを実際に設置し、

第三者の反応に興味

を示すことができて

いる。 

 

【デザイン/鑑賞】 

・学校のピクトグラ

ムをつくろう！ 

・身の回りのマーク、ピクトグラム

を探し、様々なマークがあること

を知り、まとめることができる。 

・ルールを決め、そのルール内で学

校のピクトグラムを制作する。 

・作ったピクトグラムを実際に設

置し、鑑賞する 

 

１

２ 

(知及技） 

陶土の特性と技法を理解する事がで

きる。 

(思判表力) 

 実用性とデザイン性の両面から形

や色を考えることができる。 

（学・人） 

積極的に試すことができる。 

(知・技） 

陶土で成形すること

ができている。 

（思･判･表)  

実用性とデザイン性

の両面から形や色を

考えることができて

いる。 

(主学)  

積極的に試すことが

できている。 

【工芸/鑑賞】 

・ちゃき!茶器！ 

・有名な茶器の鑑賞 

・自分が実際に使いたい茶器を考

える 

・アイディアスケッチ 

・粘土で成形及び施釉 

・焼成 

・鑑賞会 

３
学
期 

 

１

０ 

(知及技） 

エクセルの基本的な使い方について

理解することができる。 

(思判表力)  

制作する原型を選択し、その原型に

あった色・ドット数を選択し、制作す

ることができる。 

（学・人） 

ソフトの使い方について教え合い、

学び合いをすることができる。 

(知・技） 

エクセルの基本的な

使い方について理解

することができてい

る。 

（思･判･表)  

制作する原型を選択

し、その原型にあっ

た色・ドット数を選

択し、制作すること

ができている。 

 (主学)  

ソフトの使い方につ

いて教え合い、学び

合いをすることがで

きている。 

【絵画/鑑賞】 

・ドット絵を描こう 

・ゲームにでてくる「ドット絵」を

エクセルを使い、制作する。 

・完成した作品を発表し、鑑賞す

る。 

・作品をプリントし、ステッカーに

する。 

  

４ 

(知及技） 

色・形・線から受けるイメージの違い

を理解する事ができる。 

(思判表力） 

自分の気持ちを色・形・線に置き換え

て表現することができる。 

（学・人） 

幾何学模様に興味を持ち、意欲的に

制作することができる。 

(知・技）  

色・形・線から受ける

イメージの違いを理

解する事ができてい

る。 

（思･判･表) 

自分の気持ちを色・

形・線に置き換えて

表現することができ

ている。 

 (主学)  

幾何学模様に興味を

持ち、意欲的に制作

することができてい

る。。 

【絵画/デザイン/

鑑賞】 

 

・卒業式に向けた壁画の制作 

・他学部の児童生徒と共同制作を

行う 



 

留意点 

引継ぎ等 

・B 鑑賞については、表現と鑑賞を一体として行う。活動内容には記載しないが、授業ごとの例示や生徒同士の

鑑賞活動などを行っている。 

・授業内での調べ学習、メディア表現ではタブレットなどのデジタル端末を活用している。 



令和８年度 高等部１～３学年 （Ⅱ課程 A） 体育科 年間指導計画 

単位数 

／配当時数 
児童生徒 担当者 教科書／副教材 

3／105 １～3学年  視聴覚教材 

目標： (知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

(知及技）幅広い種目を通して生活に必要な健康・安全に関する事柄を理解し、各種目を楽しさや喜びを味わ

い、自己の身体の動きや運動の技能を身に付ける。 

(思判表力)各種目の動きや行い方を体現することで自己やグループの課題を発見し、仲間と考えたことを他者

に伝える力を養う。 

(学･人)きまりやルールを守り、仲間と協力する態度を養う。 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 

 

単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１
学
期 

２９ 

(知及技）年間の学習の流れ

を知り、自己の体力や個々

の身体の特性を理解する。 

(思判表力)種目の動きや技

を工夫して自己記録更新を

目指す。 

(学･人)授業の決まりや種

目のルールを守り活動がで

きる。 

(知・技)写真やデータを視

聴しながら種目の名称や動

きを理解しようとしてい

る。 

(思･判･表)種目に応じた活

動の仕方を見付けようとし

ている。 

(主学)友達の活動の補助を

行い、健康・安全に留意して

いる。 

 オリエンテーシ

ョン 

 新体力テスト 

 サーキットトレー

ニング 

 ・前年度の振り返りと１年の流

れを ICT 機器にて写真、動画で確

認する。 

・自己の体力や身体の特性を理解

して１年間の体育の目標をたて

る。 

・今年度の新体力テスト番付表を

張り出して個々の得意種目を紹介

する 

ICT 機器の活用 

（知及技）ボールを使った

基本的な運動やゲームの楽

しさを感じ、その行い方を

知り、基本的な動きを身に

つけること。 

(思判表力)ボールを使った

基本的な運動やゲームの楽

しみ方を工夫するととも

に、考えたことや気付いた

ことなどを他者に伝えるこ

と。 

(学･人)決まりを守り、自分

から友達と仲よく楽しくボ

ールを使った基本的な運動

やゲームをしたり、場や用

具の安全に気をつけたりし

ようとすること。 

 

 (知・技）ゲームの行い方

を知り、積極的に取り組む

態度。 (思･判･表)種目のル

ールを守り，友達と励まし

合って練習やゲームをした

り，ゲームの勝敗の結果を

受け入れたりすることがで

きる。 

(主学)用具の準備や片付け

を，友達と一緒に行い、場の

安全に留意している。 

しっぽとり鬼ごっ

こ 

ボール運び鬼 

フラッグフットボ

ール 

ボール運び鬼 
・空いている場所を見つけて、速く
走ったり、急に曲がったり、身をか
わしたリする。 
・少人数で連携し相手をかわした
りする。 
・逃げる相手を追いかけて、タグを
取ったりする。 
 
フラッグフットボール 
ボール操作 
・マークされていない味方にパス
を出すこと。 
・得点しやすい空間にいる味方に
パスを出すこと。 
 
ボールを持たないときの動き 
・パスを受ける為にゴール前の空
いている場所に動くこと 
 

 

 (知及技 )水に慣れる運

動（浮く・もぐる遊び・泳ぐ

運動 ・浮く運動）を段階的

に取り組める。 

(思判表力)全身の力を抜

き， 脱力する感覚や水中で

の体の動きを身に付ける。 

(学･人)授業の決まりや種

目のルールを守り活動がで

きる 

 

 

 (知・技）水泳の学習に積

極的に 取り組もうとして

いる。  

(思･判･表)泳法を身に付け

るための練習方法を選んで

いる。  
(主学)水泳の事故防止に関

す る心得など健康・安全に

留意している。 

 

 水泳  ①水慣れ・水遊び→② 初歩的な

泳ぎ→け伸び、伏し浮き、背浮き、

バタ足、息継ぎ等 

③ 泳法（クロール、平泳ぎ、背泳） 

 

・グループ練習をゲーム化して水

慣れを行いながら活動する。 

ICT 機器の活用。 



１
・
２
学
期 

 

(知及技）武道の楽しさを感

じ、その行い方や伝統的な

考え方がわかり、基本動作

や基本となる技を用いて、

簡易な攻防を展開するこ

と。 

(思判表力) 武道について

の自分の課題を見つけ、そ

の解決のための活動を考え

たり、工夫したりしたこと

を他者に伝えること。 

(学･人) 武道に進んで取り

組み、きまりや伝統的な行

動の仕方を守り、友達と協

力したりし、最後まで楽し

く運動をすること。 

(知・技）技の名称を覚え、

立ち方、受け、突き、蹴りを

等の技のポイントをおさえ

て模倣し技を出すことがで

きる。 

(思･判･表)掲示された動き

のポイントやつまづきの事

例を参考に仲間の課題や出

来映えを伝えることができ

る。 

(主学) きまりを守り、健

康・安全に留意して学習に

取り組むことができる。 

・空手 ・基本的な立ち方、受け方、・突き

方 

蹴りを学習し普及型１を覚え披露

する。 

２
学
期 

 

５ 

 

 

 

(知及技）リズムに乗って，

自分なりの表現や動きをす

ることができる。 

(思判表力) 仲間と交流し

ながら踊ることの楽しさを

感じられる。 

(学･人)授業の決まりや種

目のルールを守り活動がで

きる 

 

 

 

(知・技）自由に身体を動か

しながらテンポや曲調の違

いを知り、曲に合わせて踊

りをしている。 

(思･判･表)積極的に踊った

り、友だちと創意工夫して

いる。 

(主学)友達の活動の補助を

行い、場の安全に留意して

いる。 

 

 

・ダンス 

  

 

 

・身近な曲に乗って身体を動かす。 

・見たことや経験したことのある

動きやジェスチャーを真似してゲ

ーム化する。 

・表現、創作ダンス、リズムダンス、 

 伝統的な踊り（エイサー） 

・発表会 

ICT 機器の活用。 

20 

(知及技）走・跳の基本的な

運動の楽しさを感じ、その

行い方を知り、基本的な動

きを身につけることができ

るようにする。 

(思判表力)基本的な運動の

楽しみ方を工夫すると共に

考えたことや気づいたこと

を他者に伝えることができ

る。 

(学･人)場や用具の安全に

注意することができる。 

 (知・技） 

(思･判･表)仲間と協力する

場面で， 分担した役割に応

じた 協力の仕方を見付け

ている。  

(主学)友達の活動の補助を

行い、健康・安全に留意して

いる。 

 陸上競技  トラック競技 

短距離走（５０M,１００M）リレー 

長距離走（１～2㎞）時間走（１０

分） 

フィールド競技 

走り幅跳び、走り高跳び、ソフトボ

ール投げ 

３
学
期 

 

(知及技）走・跳の基本的な

運動の楽しさを感じ、その

行い方を知り、基本的な動

きを身につけることができ

るようにする。 

(思判表力)基本的な運動の

楽しみ方を工夫すると共に

考えたことや気づいたこと

を他者に伝えることができ

る。 

(学･人)場や用具の安全に

注意することができる。 

 (知・技） 

(思･判･表)仲間と協力する

場面で， 分担した役割に応

じた 協力の仕方を見付け

ている。  

(主学)友達の活動の補助を

行い、健康・安全に留意して

いる。 

 陸上競技 長距離走（１～2㎞） 

時間走（１０分） 

 



 

 

１６ 

 (知及技）基本的なボール

操作や動きによって，易し

いゲームを行うことができ

る。 

(思判表力)ルールを工夫し

たり，チームの作戦を友達

と協力して取り組める。 

(学･人) 準備や片付け、場

や用具の安全について確認

することができる。  

 (知・技）ゲームの行い方

を知り、積極的に取り組む

態度。 (思･判･表)種目のル

ールを守り，友達と励まし

合って練習やゲームをした

り，ゲームの勝敗の結果を

受け入れたりすることがで

きる。 

(主学)用具の準備や片付け

を，友達と一緒に行い、場の

安全に留意している。 

 球技 

  

 バスケットボール、サッカー、ボ

ッチャ、Tベースボール、風船バレ

ー、コントロールアタック、グラン

ドゴルフ 

  

留意点 

引継ぎ等 

 授業内での調べ学習、メディア表現、録画では ICT 機器を活用する。 

授業の前後の担任・担当からの体調面等を引継ぎ者で確認を行い健康観察をする。 

 

 



令和８年度 高等部１～３学年 Ⅱ課程 A 職業科 年間指導計画 

 

単位数 

／配当時数 
生徒 担当者 教科書／副教材 

1／35 １～３学年   

目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

(知及技）一連の作業・活動や周りからの働きかけにより健康に過ごすための習慣を身につける。  

(思判表力)一連の作業・活動や周りからの働きかけにより快・不快を表現する。  

(学･人)一連の作業・活動や周りからの働きかけにより笑顔を増やす。 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

通
年 

35 

(知及技）身の回りの簡単な手

伝いや仕事を教師と一緒に行

うことができる。 

(思判表力)自分自身や身の回

りのことに関心を持つことが

できる。 

 (学･人)教師と一緒に安全に

活動することができる。 

(知・技) 手、目、耳の感覚を活

用した活動を行っている。 

(思･判･表)手を自ら伸ばし、作

業を見て行っている。快・不快

を表現している。  

(主学)作業を見て行っている。 

笑顔を見せている。 

Ａ職業生活 

作業 

室内外の作業・活動 

(知及技）表情で体調を伝える

ことができる。体操を教師と一

緒に行うことができる。 

(思判表力)身の回りの人との

関わりに関心を持つこと。 

快・不快を表現する。 

(学･人)笑顔を見せる。 

(知・技)体操を教師と一緒に行

っている。 

(思･判･表)呼びかけに顔をあげ

反応する。 

快・不快を表現している。 

(主学)笑顔を見せている。 

Ａ職業生活 

健康管理 

人との関わり 

余暇活動 

基本的生活習慣 

体操 

適切な休憩時間の過ごし方及び 

体調管理 

ふれあい体操やストレッチ体操 

(知及技）iPadに触れ操作する。 

(思判表力) 実習での様子を映

像で発表することができる。 

(学･人)画面を注視することが

できる。笑顔を見せる。 

(知・技)iPadで動画を見て iPad

になれる。 

(思･判･表)教師と一緒に発表を

行っている。 

(主学)画面を見て触れている。

笑顔を見せている。 

Ｂ情報機器の活用 

  就業体験振り返り 

余暇活動 

iPadの利用 

音楽や動画を楽しむ活動 

 (知及技）実習に関する学習を

意欲的に行う。 

(思判表力)実習での様子を映

像で発表することができる。 

(学･人)写真や動画で実習を振

り返ることができる。 

  

(知・技)実習に関する活動を意

欲的に行っている。 

(思･判･表)快 ・ 不 快 を 表 現

している。  

(主学)笑顔を見せている。 

Ｃ産業現場等におけ

る実習 

就業体験実習及び事前事後学習 

販売学習にむけての事前事後学習及び

販売学習 

  

  

  

留意点 

引継ぎ等 

  



令和８年度 高等部１・２学年 Ⅱ課程 A 家庭科 年間指導計画 

単位数 

／配当時数 児童生徒 担当者 教科書／副教材 

2／70 1 学年（11名）２学年（６名） 登川 伶  

目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

(知 及 技 )家族・家庭の機能について理解を深め、生活の自立に必要な家族・家庭、衣食住、消費や環境等に
ついての基礎的な理解を図るとともに、それらに係る技能を身につけるようにする。（2段階） 

(思判表力)家庭や地域における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を考え、実践を評価・改

善し、考えたことを表現するなど、課題解決する力を養う。（2段階） 

( 学 ･人 )家族や地域の人々との関わりを通して、よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し考えようとす 

る実践的な態度を養う。（2段階） 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１
学
期 

14 

(知及技)自分の成長と家族や家庭

生活、地域の人々との関わりに関

する学習活動を通して、協力し合

うことの大切さに気づくことがで

きる。 

(思判表力)家族や地域の人々とのよ

りよい関わり方について考え、工

夫することができる。 

(学･人)よりよい生活の実現に向

け、学習活動を通して、主体的に

学習に取り組むことができる。 

(知・技)自分の成長と家族や

家庭生活、地域の人々との関わ

りに関する学習活動を通して、

協力し合うことの大切さに気

づいている。 

(思･判･表)家族や地域の人々と

のよりよい関わり方について

考え、工夫している。 

(主 学 )よりよい生活の実現

に向け、学習活動を通して、主

体的に学習に取り組んでいる。 

・自分の成長 

・家族、家庭生活 
（A:家族・家庭生活） 

・自分を知ろう 

・家族と自分 

・家族と防災 

・家族へのプレゼントづくり 

 

12 
・保育 

・福祉 
(A:家族・家庭生活) 

・幼い頃を振り返る 

・命の大切さ 

・成長について 

・高齢者との関わり 

・共生社会について 

・地域での防災 

２
学
期 

30 

(知 及 技 ) 

・食生活に関する学習を通して、

栄養に関する理解を深め、簡単な

調理に取り組むことができる。 

・衣生活に関する学習を通して、

衣服の管理や状況に応じた衣服の

選択、安全を意識した縫製作業に

取り組むことができる。 

(思判表力)衣生活及び食生活に関

する学習や実習を通して、生活の

中の課題を見つけ、解決に向け考

え、自ら選択し行動することがで

きる。 

( 学 ･人 )よりよい生活の実現に

向け、学習活動を通して、主体的

に学習に取り組むことができる。 

(知・技) 

・食生活に関する学習を通し

て、栄養に関する理解を深め、

簡単な調理に取り組んでいる。 

・衣生活に関する学習を通し

て、衣服の管理や状況に応じた

衣服の選択、安全を意識した縫

製作業に取り組んでいる。 

(思･判･表)衣生活及び食生活に

関する学習や実習を通して、生

活の中の課題を見つけ、解決に

向け考え、自ら選択し行動して

いる。 

(主 学 )よりよい生活の実現

に向け、学習活動を通して、主

体的に学習に取り組んでいる。 

・食生活分野 
 (B:衣食住の生活) 

・栄養について 

(栄養のうた、給食について等) 

・地域の食生活 

・防災食 

 

・衣生活分野 
(B:衣食住の生活) 

 

・衣服の選択 

・衣服の管理 

・小物製作 

・防災グッズづくり 

３
学
期 

14 

(知及技)消費生活に関わる学習活

動を通して、購入や支払いの仕組

みや私たちの生活が環境に与える

影響などについて理解を深め、計

画的な消費行動を取ることができ

る。 

(思判表力)自らの消費行動を振り

返り、よりよい生活に必要な課題

を見つけ、解決策を他者と協働的

に考え、工夫することができる。 

(学･人)よりよい生活の実現に向

け、学習活動を通して、主体的に

学習に取り組むことができる。 

 (知・技)・ＴＰＯに応じた被

服の役割があることを知り、教

師と一緒に学ぼうとしている。 

(思・判・表)・衣服の種類に応

じた洗濯について教師と一緒

に取り組みながら表現しよう

としている。 

(主学)・自分の体に合った既製

服のサイズや衣服の保管の仕

方を教師と一緒に学ぼうとし

ている。 

・消費生活 

・環境 
(C：消費生活、環境) 

・住生活 
(B:衣食住の生活) 

 

・学習のまとめ 

・お金について 

・買い物学習 

・環境を整える、考え

る 

・安心・安全な住まい 

 

・1年の振り返り 

留意点 

引継ぎ等 

全学期において、防災に関する学習や調理及び縫製実習を実施する 



令和８年度 高等部 （Ⅱ課程 A） 英語 年間指導計画 

単位数 

／配当時

数 

生徒 担当者 教科書／副教材 

1／35 1～３学年 
仲田綾

子 
 

目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

(知及技）日常会話の基礎的なフレーズを聞く・話すことを中心として読む・書くことにも慣れ親しむと同時にコミュニケーシ

ョンゲームなどをとおしてそのフレーズを身に付けることができる。 

(思判表力) 日常会話の基礎的なフレーズの活用によるコミュニケーションゲームなどをとおして自分の考えや気持ちを伝え合

う基礎的な力を身に付けることができる。 

(学･人)日常会話の基礎的なフレーズの活用によるコミュニケーションゲームなどをとおして主体的にコミュニケーションを図

ろうとする態度を身に付けることができる。  

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・

題材名 

単元・題材の活動内容 

１
学
期 

  

３ 

(知及技）自己紹介に関する表現や

好きなこと，できることなどを聞 

いたり言ったりすることができ

る。 

(思判表力)自己紹介で自分の好き

なことやできることなどについて

伝え合う。  

(学･人) 他者に配慮しながら，好

きなことやできることなどについ 

て伝え合おうとする。 

 

(知及技）日常会話における基礎的なフレーズを聞くこと、

話すことを中心として、読むこと、書くことにも慣れ親し

むと同時に、コミュニケーションゲームなどをとおしてそ

のフレーズを身に付けている。 

(思判表力)日常会話における基礎的なフレーズの活用に

よるコミュニケーションゲームなどをとおして、自分の考

えや気持ちを伝え合うことができる基礎的な力を身に付

けている。 

(学･人)日常会話における基礎的なフレーズの活用による

コミュニケーションゲームなどをとおして、主体的にコミ

ュニケーションを図ろうとする態度を身に付けている。 

自己紹

介 

I'm from (Shizuoka). I 

like (soccer). I can (play 

soccer well). I am good 

at (running). My 

birthday is (August 

19th). My nickname is 

(Ken). What [colors / 

subjects / fruits / sports 

/ amimals] do you like? 

What is your favorite 

[color / subject / fruit / 

sport / amimal]? When is 

your birthday? 

３ 

(知及技）日本の行事や食べ物など

について，聞いたり言ったりする 

ことができる。 

(思判表力)日本の行事や食べ物

や，自分が好きな日本文化につい

て伝 え合ったり，例を参考に語順

を意識しながら書いたりする。  

(学･人) 他者に配慮しながら，日

本文化について伝え合おうとす 

る。 

 

(知及技）日常会話における基礎的なフレーズを聞くこと、

話すことを中心として、読むこと、書くことにも慣れ親し

むと同時に、コミュニケーションゲームなどをとおしてそ

のフレーズを身に付けている。 

(思判表力)日常会話における基礎的なフレーズの活用に

よるコミュニケーションゲームなどをとおして、自分の考

えや気持ちを伝え合うことができる基礎的な力を身に付

けている。 

(学･人)日常会話における基礎的なフレーズの活用による

コミュニケーションゲームなどをとおして、主体的にコミ

ュニケーションを図ろうとする態度を身に付けている。 

日本の

文化 

Welcome to Japan. In 

(summer), we have 

(fireworks festival). 

What [food / games] do 

you have in Japan? We 

have [soba / fukuwarai]. 

It's [delicious / fun]. You 

can enjoy [rakugo / 

hanami / tempra]. 



３ 

(知及技）「主語＋動詞＋目的語」

の文の語順に気付き，自分や第三 

者について聞いたり言ったりする

ことができる。 

(思判表力) 語順を意識して，自分

やある人について紹介したり，例

を参考に紹介する文を書いたりす

る。 

(学･人) 他者に配慮しながら，第

三者について伝え合おうとする。 

(知及技）日常会話における基礎的なフレーズを聞くこと、

話すことを中心として、読むこと、書くことにも慣れ親し

むと同時に、コミュニケーションゲームなどをとおしてそ

のフレーズを身に付けている。 

(思判表力)日常会話における基礎的なフレーズの活用に

よるコミュニケーションゲームなどをとおして、自分の考

えや気持ちを伝え合うことができる基礎的な力を身に付

けている。 

(学･人)日常会話における基礎的なフレーズの活用による

コミュニケーションゲームなどをとおして、主体的にコミ

ュニケーションを図ろうとする態度を身に付けている。 

人物紹

介 

 

I am (Ken). I [like / play] 

[the violin / baseball]. I 

[have / want] a new 

[recorder / ball]. I eat 

(spaghetti). I study 

(math). I can [swim / 

cook / skate / ski / sing 

/ dance]. I can (play 

baseball well). Who is 

this? [He/ She] is 

[famous / great]. 

４ 

(知及技）地域にどのような施設が

あるのか，また欲しいのか，さら 

に地域のよさなどを聞いたり言っ

たりすることができる。 

(思判表力) ・地域のよさや課題な

どについて自分の考えや気持ちを

伝え 合ったり，地域のよさや願い

について例を参考に語順を意識 

しながら書いたりする。 

 (学･人) 他者に配慮しながら，地

域のよさなどについて，伝え合お 

うとする。 

(知及技）日常会話における基礎的なフレーズを聞くこと、

話すことを中心として、読むこと、書くことにも慣れ親し

むと同時に、コミュニケーションゲームなどをとおしてそ

のフレーズを身に付けている。 

(思判表力)日常会話における基礎的なフレーズの活用に

よるコミュニケーションゲームなどをとおして、自分の考

えや気持ちを伝え合うことができる基礎的な力を身に付

けている。 

(学･人)日常会話における基礎的なフレーズの活用による

コミュニケーションゲームなどをとおして、主体的にコミ

ュニケーションを図ろうとする態度を身に付けている。 

自分た

ち の

町・地

域 

We have / don't have (a 

park). We can (see many 

flowers). We can enjoy 

[fishing / shopping / 

swimming]. I want a 

[library / park]. (Sakura) 

is nice 

２
学
期 

 

 

 

５ 

 

(知及技）夏休みに行った場所や食

べた物，楽しんだこと，感想など 

を聞いたり言ったりすることがで

きる。 

  (思判表力)夏休みに行った場所

や食べた物，楽しんだこと，感想

など について伝え合う。また，夏

休みの思い出について簡単な語 

句や基本的な表現を推測しながら

読んだり，例を参考に語順 を意識

しながら書いたりする。 

(学･人)他者に配慮しながら，夏休

みの思い出について伝え合おう 

とする。 

(知及技）日常会話における基礎的なフレーズを聞くこと、

話すことを中心として、読むこと、書くことにも慣れ親し

むと同時に、コミュニケーションゲームなどをとおしてそ

のフレーズを身に付けている。 

(思判表力)日常会話における基礎的なフレーズの活用に

よるコミュニケーションゲームなどをとおして、自分の考

えや気持ちを伝え合うことができる基礎的な力を身に付

けている。 

(学･人)日常会話における基礎的なフレーズの活用による

コミュニケーションゲームなどをとおして、主体的にコミ

ュニケーションを図ろうとする態度を身に付けている。 

夏休み

の思い

出 

I went to (my 

grandparents’ house). I 

enjoyed (fishing). I saw 

(the blue sea). I ate (ice 

cream). It was [fun / 

exciting / beautiful / 

delicious]. 



５ 

(知及技）国名や競技名等につい

て，聞いたり読んだりすることが

で きる。 

(思判表力) オリンピック・パラリ

ンピックで見たい競技とその理由

などについて伝え合う。 

(学･人) 他者に配慮しながら，オ

リンピック・パラリンピックで見 

たい競技とその理由などについて

伝え合おうとする。 

 

(知及技）日常会話における基礎的なフレーズを聞くこと、

話すことを中心として、読むこと、書くことにも慣れ親し

むと同時に、コミュニケーションゲームなどをとおしてそ

のフレーズを身に付けている。 

(思判表力)日常会話における基礎的なフレーズの活用に

よるコミュニケーションゲームなどをとおして、自分の考

えや気持ちを伝え合うことができる基礎的な力を身に付

けている。 

(学･人)日常会話における基礎的なフレーズの活用による

コミュニケーションゲームなどをとおして、主体的にコミ

ュニケーションを図ろうとする態度を身に付けている。 

 

オリン

ピ ッ

ク・パ

ラレイ

ンピッ

ク 

 

What do you want to 

watch? I want to watch 

(wheelchair basketball). 

I like (basketball). Are 

you good at 

(basketball)? Yes, I am. 

/ No, I'm not 

 

５ 

(知及技）学校行事について，聞い

たり言ったりすることができる。 

(思判表力) ・学校行事について伝

え合ったり，例を参考に語順を意

識しながら書いたりする。 

(学･人) 他者に配慮しながら，思

い出の学校行事について伝え合お 

うとする。 

(知及技）日常会話における基礎的なフレーズを聞くこと、

話すことを中心として、読むこと、書くことにも慣れ親し

むと同時に、コミュニケーションゲームなどをとおしてそ

のフレーズを身に付けている。 

(思判表力)日常会話における基礎的なフレーズの活用に

よるコミュニケーションゲームなどをとおして、自分の考

えや気持ちを伝え合うことができる基礎的な力を身に付

けている。 

(学･人)日常会話における基礎的なフレーズの活用による

コミュニケーションゲームなどをとおして、主体的にコミ

ュニケーションを図ろうとする態度を身に付けている。 

学校生

活・思

い出 

What's your best 

memory? My best 

memory is (sports day). 

We enjoyed (running). 

We [went to (Kyoto) / 

ate (Japanese food) / 

saw (old temples) / 

enjoyed (the trip)]. 

３
学
期 

４ 

(知及技）将来就きたい職業などに

ついて，聞いたり言ったりするこ 

とができる。 

(思判表力) ・将来就きたい職業や

したいこと，その理由などを伝え

合 う。また，将来の夢について簡

単な語句や基本的な表現で書 か

れた英語を推測しながら読んだ

り，例を参考に語と語の区 切りに

注意しながら書いたりする。 

(学･人) 他者に配慮しながら，将

来の夢について伝え合おうとす 

る。 

(知及技）日常会話における基礎的なフレーズを聞くこと、

話すことを中心として、読むこと、書くことにも慣れ親し

むと同時に、コミュニケーションゲームなどをとおしてそ

のフレーズを身に付けている。 

(思判表力)日常会話における基礎的なフレーズの活用に

よるコミュニケーションゲームなどをとおして、自分の考

えや気持ちを伝え合うことができる基礎的な力を身に付

けている。 

(学･人)日常会話における基礎的なフレーズの活用による

コミュニケーションゲームなどをとおして、主体的にコミ

ュニケーションを図ろうとする態度を身に付けている。 

将来の

夢・職

業 

What do you want to be? 

I like (animals). I want to 

be a (vet). I can (play 

the piano well). I am 

good at (playing the 

piano). That's (good). 

Good luck. 

３ 

(知及技）学校行事などについて，

聞いたり言ったりすることができ

る。 

(思判表力)学校行事などについて

(知及技）日常会話における基礎的なフレーズを聞くこと、

話すことを中心として、読むこと、書くことにも慣れ親し

むと同時に、コミュニケーションゲームなどをとおしてそ

のフレーズを身に付けている。 

学校生

活 

I like (basketball). I want 

to join the (basketball 

team). What club do you 

want to join? I want to 



 

伝え合ったり，中 学校生活につい

て書かれている英語を推測しなが

ら読んだりする。  

(学･人)他者に配慮しながら，学校

生活について伝え合おうとする 

(思判表力)日常会話における基礎的なフレーズの活用に

よるコミュニケーションゲームなどをとおして、自分の考

えや気持ちを伝え合うことができる基礎的な力を身に付

けている。 

(学･人)日常会話における基礎的なフレーズの活用による

コミュニケーションゲームなどをとおして、主体的にコミ

ュニケーションを図ろうとする態度を身に付けている。 

enjoy (sports day). What 

event do you want to 

enjoy? I want to [study 

hard / read many books / 

make many friends]. 

留意点 

引継ぎ等 

  



令和８年度 高等部１～３学年（Ⅱ課程 A） 情報科 年間指導計画 

 

単位数 

／配当時数 
児童生徒 担当者 教科書／副教材 

1／３５ １～３学年   

目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

(知及技）身近にある情報と情報技術及びこれらを活用して問題を知り，問題を解決する方法について理解

し，基礎的な技能を身に付けるとともに，情報社会と人との関わりについて理解できるようにする。 

(思判表力)身近な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題を知り，問題を解決するために必要な情報と

情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う。 

(学･人)身近にある情報や情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に参画しようとする態度を養う。 

学期 時数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１
学
期 

１２ 

(知及技）身近にある情報の基本

的な特性及び基本的な用途，操

作方法を知り，情報と情報技術

を活用することができる。 

 

(思判表力)目的や状況に応じ

て，身近にある情報や情報技術

を活用し問題を解決する方法に

ついて考えることができる。 

 

(学･人)身近にある情報や情報

技術に関わろうとすることがで

きる。 

(知・技）情報の基本的な特性及

び基本的な用途，操作方法を知

り，情報と情報技術を活用しよ

うとしている。 

 

(思･判･表)身情報や情報技術を

活用し問題を解決する方法を考

えようとしている。 

 

 

(主学)近にある情報や情報技術

に関わろうとしている。 

情報社会の問題

解決 

 

地域の問題につ

いて考える。 

・iPad やデスクトップＰＣ

を活用することで、仕事や

生活がよりよくなることを

学習し、情報に関する基礎

知識を身につける。 

 

・ iPad やデスクトップＰC

でシームレスな入力を体験

する 

 

・情報モラルを身につけ

iPad やスマートフォンを利

用する上で必要なルールや

マナーについて考える。 

２
学
期 

１４ 

(知及技）身近なメディアの基本

的な特性とコミュニケーション

手段の基本的な特徴について考

えることができる。 

 

(思判表力)身近なメディアとコ

ミュニケーション手段の関係に

ついて考えることができる。 

 

(学･人) 情報技術を適切に活用

しようとすることができる。 

 (知・技）効メディアの基本的

な特性とコミュニケーション手

段の基本的な特徴について考え

ようとしている。 

 

(思･判･表)身近なメディアとコ

ミュニケーション手段の関係を

かんがえようとしている。 

 

(主学)情報技術を適切に活用し

ようとしている。  

コミュニケーシ

ョンと情報デザ

イン 

 

地域の防災につ

いて知る。 

・コミュニケーションの形

態 

や手段の変化について考え

る。 

 

・情報デザインの工夫 

iPad やデスクトップＰＣを

利用してわかりやすく伝え

るための考え方や方法を身

につける。 

３
学
期 

９ 

(知及技）情報通信ネットワーク

の基本的な仕組みや情報セキュ

リティを確保するための基本的

な方法について考えることがで

きる。 

 

(思判表力) 情報通信ネットワ

ークにおける情報セキュリティ

を確保する基本的な方法につい

て考えることができる。 

 

(学･人) 情報社会に参画しよう

とすることができる。 

(知・技）情報通信ネットワーク

の基本的な仕組みや情報セキュ

リティについて考えようとして

いる。 

 

 

(思･判･表)情報セキュリティを

確保する基本的な方法について

考えようとしている。 

 

 

(主学)情報社会に参画しようと

している。 

情報通信ネット

ワークとデータ

の活用 

 

表計算ソフトウェアの使い

方 

・iPad とデスクトップＰＣ

の両方で表計算ソフトの基

本操作を知る 

 

さまざまなグラフ表現 

・数の大小や割合、変化など

を目的に応じて、グラフで

表現する。 

留意点 

引継ぎ等 

・実生活と教科の学習を関連付けた教材の工夫。 

 



令和８年度 高等部１～３学年 Ⅱ課程 A 特別の教科 道徳 年間指導計画 

 
教 科／科 目 道 徳  単位数／配当時数 １／３５ 

学 年  １～３学年  担 当 者  

教 科 書  

副 教 材  

 

年間目標 

・学校の教育活動全体を通し、それぞれの具体的な場において適切な指導を行い、明るく豊かな道徳的心情、実践

意 欲と態度を育てる。 

 

期 

月 

時 

数 

指導項目・単元
 

ねらい・目標
 

評価規準
 

通

年  

13  ・オリエンテーション 

・あいさつ 

・礼儀 、作法  

・学校生活  

・自身にとっての道徳のあり方について

触れ、理解 しようとすることができる。  

・他 者への親 しみの気持ちを伝えること

ができる。 

・学 校生活で期待 していることを思い起

こす、発表する。 

・日 常生活の中で感謝の気持ちを表現

できる。 

・他 者への親 しみの気持ち

を伝えようとしている。  

・学 校生活で期待 している

ことを思い起 こす、発表 して

いる。 

・日 常生活の中で感謝の

気持ちを表現 しようとしてい

る。 

15  ・決 まり 

・健 康安全  

・他者 との関係  

・業務や課題の遂

行  

・決 まりの必要性を理解 し、共有する場

所や物を大切にする。 

・自 分の健康に気をつけ、健全な態度

で活動することができる。 

・他 者 と協調することについて考える。 

・必 要な役割や与えられた課題 を最後

まできちんとやり遂げる。 

・決 まりの必要性 を理解 し、

共有する場所や物を大切

にしようとしている。  

・自 分の健康に気をつけ、

健全な態度で活動 しようと

している。 

・他 者 と協調することについ

て考えようとしている。  

・必 要な役割や与えられた

課題を最後まできちんとや

り遂げようとしている。 

７  ・優 しさ 

・勤 労 、役割  

・整理整頓  

・他者 を思いやり、優 しく接 しようとする。  

・自 身の進路を考え、働 くことの大切 さ

を知 る。 

・周 辺の環境を自分で整える意識を持

つ。 

・他 者 を思いやり、優 しく接

しようとしている。 

・自 身の進路を考え、働 く

ことの大切 さを知ろうとして

いる。 

・周 辺の環境を自分で整え

る意識を持っている。 

 



令和 8 年度 高等部 １～３学年 職業実習（園芸） 年間指導計画 

教 科／科 目 職 業実習 （園芸 ） 単位数／配当時数 ６単 位／２１０時間  

学 年 １～３学年  担 当 者 
大 濵 、長秋 、与世山  修  

 

教 科 書 なし 

副 教 材 ワークシート等 

 

到達目標 

・卒 業後の社会参加 、職業自立に向けて必要な基礎 ・基本的態度や知識 ・技能を身につける。 

・栽 培学習の中で、勤労を重んじる態度を養 う。  

・販 売学習を通 して、簡単な流通について学び、接客の方法や金銭の取 り扱いを身につける。  

・個 々の能力に応 じた作業内容に取 り組み、作業に取 り組む力 、創意工夫する能力 、協力 して  

作業 を進める態度を身につける。 

 

評価の観点 

ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度 

職 業生活に必要な基礎的

・基本的知識 、技能を身につ

ける。（単元テスト等 ） 

 自 分の役割遂行や課題

、将来の生活について考え

、表現する。（ふりかえり等 ） 

 他 者 と一緒に働 くことを通 して責任

感を培い、勤労を重んじる態度を養

う。 

 

期 

月 

時 

数 

指導項目・単元
 

指導内容・活動（ねらい・目標）
 

評価の観点 評価方法
 

ａ ｂ ｃ 

通

年

を

通

し

て

指

導

を

行

う 

 作 業学習の心構え 

 

 

草 花栽培  

 

用 土作 り 

 

農 場整備  

 

 

 

 

野 菜の栽培  

 

 

 

・実 習に必要な態度や道具の名称 ・

使い方などを知 る。 

 

・校 内環境美化で利用 した草花の

栽培 と管理を行 う 

・土 ふるい、用土作 り（赤土 、堆肥 、 

 土 壌改良材等を混ぜる）を行 う。 

・農 場の除草 と耕起をする。 

・畝 立てを行 う。 

 

・元 肥 を施す（堆肥 、化成肥料 ）。 

 

・季 節野菜の栽培 と管理を行 う 

 

・収 穫 し、販売活動を行 う。   

 

〇 

 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

 

〇 

〇 

〇

〇 

〇 

〇 

〇 

 

小テスト 

授業態度  

 

ワークシート 

授 業態度  

ワークシート 

授業態度 

授業態度  

ワークシート 

授 業態度  

実物成果  

授業態度 

ワークシート 

授業態度 

ワークシート 

授業態度 



観葉植物の管理  

 

反 省 と評価  

・観葉植物の挿 し木や株分け、鉢替

えや施肥を行 う。 

・学 習内容を振 り返 り、課題確認 と

観点別評価を行 う。 

実物成果 

 

自 己評価記入  

 



令和 8 年度 高等部 １～３学年 職業実習（家庭） 年間指導計画 

教 科／科 目 職 業実習 （家庭 ） 単位数／配当時数 ６単 位／２１０時間  

学 年   １～３学年 担 当 者 登 川  伶 、小林  綾己  

教 科 書  

副 教 材 ワークシート等  

 

到達目標 

○自立し社会参加に向けて職場生活に必要な基礎的・基本的知識、技能を身に付けるとともに、勤労を重んじる態度を養う。 

○実習を通して、完成の喜びを味わい、職業実習の心得や接客マナーを身につける。 

○正しい用道具の扱いを身につけ、協力して作業を進める態度及び集中力・創意工夫する能力を身につける。 

 

評価の観点 

ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度 

職 業実習に必要な基礎的・基

本的知識や道具 、機械の扱い

方を身に付ける。 

職 業実習を通 して、自 らの方法で報告 ・連

絡 ・相談を行い、目標の設定や振 り返 り、感

想等を文章や言葉で発表することができる。 

働 くこと意義を理解 し、勤労

を重んじる態度や働 く喜びを

味わう。 

 

期 

月 

時 

数 

指導項目・単元
 

指導内容・活動（ねらい・目標）
 

評価の観点 評価方法
 

ａ ｂ ｃ 

１

学

期  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 8  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・オリエンテーション 

・職業実習（家庭）を学ぶにあたって 

 

・働く態度（心得の確認 ） 

・手縫いの基礎 

①並縫い 

②返し縫い 

③ボタン付け  

④まつり縫い 

⑤刺しゅう 

・ミシンの基礎 

①直線縫い 

②曲線縫い 

③返し縫い 

 

・販売用小物づくり 

縫製作業（バッグやコースターなど） 

① しつけ縫い 

② ミシン縫い  

・紹介カードを使って自己紹介ができる。 

・家庭班で学習することを理解する。 

・１年間の目標を設定する。 

・働く態度 

・被服製作に使う道具の種類を理解する。 

・針に糸を通し、玉結び、玉止めができる。 

・手縫いの基礎縫い（直線、曲線、ボタン付

け）ができる。 

・印に沿いまつり縫い、ミシン縫いができる。 

 

・ミシンの各部の名称と使い方が分かり、直

線縫い、曲線縫いができ、布巾が縫える。 

 

 

 

・作品製作を通して、必要に応じて手縫い、

ミシン縫いが適切にできる。 

・作品制作の工程を理解し、必要な作業が

できる。 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

・授 業態度  

・製作品  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ アイロンがけ 

 

 

・菓子製造（クッキーやマフィンなど） 

① 衛生指導 

② 調理 

③ 販売 

 

・１学期の反省と評価 

（掃除、校外学習を含む） 

・販売のための作品として、売れる事への期

待感を持ち、商品であることを意識して、丁

寧に製作することができる。 

・安全面や衛生面を意識し、調理を行うこと

ができる。 

・接客態度を学び、販売活動に意欲的に参

加することができる。 

 

・１学期を振り返り、発表することができる。 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

２  

学  

期  

90  ・伝統工芸 

① みんさー工芸館見学 

② みんさー織り実習 

 

・販売用小物づくり 

縫製作業（バッグやコースターなど） 

① しつけ縫い 

② ミシン縫い  

③ アイロンがけ 

 

 

・菓子製造（クッキーやマフィンなど） 

④ 衛生指導 

⑤ 調理 

⑥ 販売 

 

・２学 期の反省 と評価  

 （掃 除 、校外学習を含む） 

・郷土の伝統工芸に慣れ親しみ関心を持

つ｡ 

・織機を自分で使うことができる。 

 

・作品製作を通して、必要に応じて手縫い、

ミシン縫いが適切にできる。 

・作品制作の工程を理解し、必要な作業が

できる。 

・販売のための作品として、売れる事への期

待感を持ち、商品であることを意識して、丁

寧に製作することができる。 

・安全面や衛生面を意識し、調理を行うこと

ができる。 

・接客態度を学び、販売活動に意欲的に参

加することができる。 

 

・２学期を振り返り、発表することができる。 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

・授 業態度  

・見学のマ

ナー 

・製作品  

 

 

３

学

期  

42  ・校 内販売の準備 と販売学習  

 ①お金の計算練習  

 ②ラベル・値札作 り 

 ③ラッピング 

 ④接客用語  

・自主製作 (袋等 ) 

・１年間の反省 と評価 （清掃 、

校外学習を含む） 

・働くことについて考える。 

・販売を通して接客を体験的に学ぶことがで

きる。 

・接客ができる。 

・自分で作品製作を計画し作製することがで

きる。 

・1 年間を振り返り、発表することができる。 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

・授 業態度  

・製作品  

 

総時間数 210 時間 



令和８年度  高等部  １～３学年 職業実習（陶芸） 年間指導計画 

教 科／科 目 職 業実習 （陶芸 ） 単位数／配当時数 ６単 位／２１０時間  

学 年 １～３学年 担 当 者 宮 里志織  

教 科 書  

副 教 材 ワークシート等  

 

到達目標 

〇自立 し社会参加に向けて職業生活に必要な基礎的 ・基本的知識 、技能を身に付けるとともに

勤労を重んじる態度を養 う。 

〇実習を通 して、完成の喜びを味わい、職業実習の心得や接客マナーを身に付ける。  

〇正 しい道具の扱いを身に付け、協力 して作業を進める態度及び集中力 ・創意工夫する能力を

身に付ける。 

 

評価の観点 

ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度 

職 業実習に必要な基礎的 ・

基本的知識や、道具 、機械

の扱い方を身に付ける。 

職 業実習を通 して、目標の

設定や振 り返 り、感想等を

文章や言葉で発表すること

ができる。 

働 くことの意義を理解 し、勤労を重

んじる態度や働 く喜びを味わう。  

 

期 

月 

時 

数 

指導項目・単元
 

指導内容・活動（ねらい・目標）
 

評価の観点 評価方法
 

ａ ｂ ｃ 

1

学

期  

3  

 

オリエンテーション 

 

 

・1年 間の活動の確認  

・職業の心得について 

・粘土に触れてみよう 

 

〇 

 

 

 

〇

〇 

授業態度  

ワークシート 

72  商 品作 り及び販売  

 

・作業工程を理解する。 

・行事に向けた商品作り（各種皿など）を行

う。 

〇

〇 

 

〇 

〇 

 

授 業態度  

ワークシート 

作品 

3  窯 元見学  ・職人の仕事や作品を見学しよう   〇 ワークシート 

2

学

期  

84  

 

商 品作 り及び販売  

 

 

・作業工程を理解する。 

・各行事に向けた商品作り（各種皿など）を

行う。 

・校外での販売学習、反省会 

〇

〇 

 

 

〇 

〇

〇 

〇 

授 業態度  

ワークシート 

作品 

自己評価  

3

学

期  

 

18  商 品作 り ・校内行事での販売用商品作りを行う 

・販売学習、反省会 

〇  

〇 

〇

〇 

授業態度  

自己評価  

24  オリジナル作品制作  ・これまでの学習を踏まえ、オリジナル作品

作りをおこなう。 

〇  〇 授 業態度  

作品  

3  1年 間のまとめ ・1 年間の振り返りを行う  〇 〇 授 業態度  

発表  



令和 8 度  高等部  １～３学年 職業実習（木工） 年間指導計画 

教 科／科 目 職 業実習 （木工 ） 単位数／配当時数 ６単 位／２１０時間  

学 年 1～3学年 担 当 者 伊 良皆高明 ・徳永雅宏  

教 科 書 なし 

副 教 材 ワークシート等  

 

到達目標 

〇社会参加に向けて職業生活に必要な基礎的 ・基本的知識 、技能を身に付けるとともに勤労を

重んじる態度を養 う。  

〇実習を通 して、完成の喜びを味わい、職業実習の心得や接客マナーを身に付ける。  

〇正 しい道具の扱いを身に付け、協力 して作業を進める態度及び集中力 ・創意工夫する能力を

身に付ける。 

 

評価の観点 

ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度 

職 業実習に必要な基礎的 ・

基本的知識や、道具 、機械

の扱い方を身に付ける。 

職 業実習を通 して、目標の設定や

振 り返 り、感想等を文章や言葉で発

表することができる。 

働 くことの意義を理解 し、

勤労を重んじる態度や働 く

喜びを味わう。 

 

期 

月 

時 

数 

指導項目・単元
 

指導内容・活動（ねらい・目標）
 

評価の観点 評価方法
 

ａ ｂ ｃ 

1

学

期  

3  

 

オリエンテーション 

 

 

・1年 間の活動の確認 。 

・職 業の心得について。 

・機 械に触れてみよう。 

 

〇 

〇 

 

 

 

〇

〇 

授業態度  

ワークシート 

72  商 品作 り及び販売  

工具の手入れ 

・作業工程を理解する。 

・行事に向けた商品作り（生活必需品の制

作など）を行う。 

〇

〇 

 

〇 

〇 

 

授 業態度  

ワークシート 

作品 

3  木 工所見学  ・職人の仕事や作品を見学しよう。   〇 ワークシート 

2

学

期  

87  

 

商 品作 り 

 

 

・作業工程を理解する。 

・各行事に向けた商品作り（テーブル制作な

ど）を行う。 

〇

〇 

 

 

〇 

〇

〇 

〇 

授 業態度  

ワークシート 

作品 

自己評価  

3

学

期  

 

18  商 品作 り及び販売  ・校内行事での販売用商品作りを行う。 

・販売学習、反省会。 

〇  

〇 

〇

〇 

授業態度  

自己評価  

24  オリジナル作品制作  ・これまでの学習を踏まえ、オリジナル作品

作りをおこなう。 

〇  〇 授 業態度  

作品  

3  1年 間のまとめ ・1 年間の振り返りを行う。  〇 〇 授 業態度  

発表  

 



令和 8 度  高等部  ３学年 職業実習（クリーン） 年間指導計画 

教 科／科 目 職 業実習 （クリーン） 単位数／配当時数 ２単 位／70時間  

学 年 3学年 担 当 者  

教 科 書 なし 

副 教 材 ワークシート等  

 

到達目標 

〇社会参加に向けて職業生活に必要な基礎的 ・基本的知識 、技能を身に付けるとともに勤労を

重んじる態度を養 う。  

〇環境整備および洗車を通 して、職業実習の心得や接客マナーを身に付ける。 

〇正 しい道具の扱いを身に付け、協力 して作業を進める態度及び集中力する力を身に付ける。 

 

評価の観点 

ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度 

職 業実習に必要な基礎的 ・

基本的知識や清掃用具 、機

械の扱い方を身に付ける。 

職 業実習を通 して、目標の設定や

振 り返 り、感想等を文章や言葉で発

表することができる。 

働 くことの意義を理解 し、

勤労を重んじる態度や働 く

喜びを味わう。 

 

期 

月 

時 

数 

指導項目・単元
 

指導内容・活動（ねらい・目標）
 

評価の観点 評価方法
 

ａ ｂ ｃ 

1

学

期  

２  

 

オリエンテーション 

 

 

・1年 間の活動の確認 。 

・職 業実習の心得について。 

・清 掃用具に触れてみよう。 

 

〇 

〇 

 

 

 

〇

〇 

授業態度  

ワークシート 

20  環 境整備 ・洗車  

清掃用具の手入れ 

・清掃工程を理解する。 

・技能検定のメンテナンス部門の清掃を手

順通り清掃できる。 

〇

〇 

 

〇 

〇 

 

作 業態度  

ワークシート 

 

2  校 外学習  ・地域の清掃をしよう。 〇 〇 〇 ワークシート 

2

学

期  

28  環 境整備 ・洗車  

清掃用具の手入れ 

 

仕 事 と報酬  

・清掃工程を理解する。 

・技能検定のメンテナンス部門の清掃を手

順通り清掃できる。 

・洗車を通して仕事と報酬の関係を学ぶ。 

〇

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

作 業態度  

ワークシート 

 

2  校 外学習  ・地域の清掃をしよう。 〇 〇 〇 ワークシート 

3

学

期  

12  環 境整備 ・洗車  

清掃用具の手入れ 

・清掃工程を理解する。 

・技能検定のメンテナンス部門の清掃を手

順通り清掃できる。 

〇

〇 

 

〇 

〇 

 

作 業態度  

ワークシート 

 

2  校 外学習  ・地域の清掃をしよう。 〇 〇 〇 ワークシート 

2  1年 間のまとめ ・1 年間の振り返りを行う。  〇 〇 授 業態度  

発表  

 


